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○

○

○ ○ ○ ○

音声による１１９番通報が困難な場合
に、携帯電話やスマートフォンなどの
携帯端末を使用してインターネット回
線から１１９番通報するサービスNet１
１９緊急通報システムを令和2年2月に
導入予定である。
現在は聴覚及び言語障害者等が緊急通
報を行う補助手段として、eメール１１
９やFAX１１９を運用している。

H27.12
0

○

視覚障害者のみな
らず、日本語のわ
からない方々に対
しても有効な情報
伝達ツールとして
活用して頂きたい
との趣旨から、豊
橋市聴覚障害者協
会と豊橋手話通訳
学習会の会で作成
した「避難所お知
らせ絵カード」の
寄贈を受けた。

○○

外国人被災者に対して支援ができるよ
う、災害時に「災害多言語支援セン
ター」を設置

○

全く導入を予定していな
いわけではない。
現在取り組んでいるの
は、住民や避難所運営担
当者（市職員）に対し
て、避難所には障がいが
ある人も避難してくると
いう理解を深め、配慮し
た避難所運営ができるよ
う防災訓練や出前講座を
行うことを先行して行っ
ている。

○

○ ○ ○ ○

○○○ ○ ○ ○

不明

○○

コミュニケーショ
ン支援ボードの導
入や情報の伝達方
法を複数運用して
いるため

○

○

当事者団体等との協議等
を行っておらず、どのよ
うな支援が必要かが把握
できていないため。

○○ ○ ○ ○

○○○ ○ ○

○○
コミュニケーションボー
ド（R2.3導入予定）

H30.7
71

○ ○○

地元の聴覚障害者
協会に意見を求
め、イラストを用
いた分かりやすい
ものにしてはどう
かとの意見が出
た。

○

○

○

報道機関へに情報提供、
ケーブルテレビでの放
送、広報誌等の配布、掲
示板への貼紙等

○ ○ ○ ○

○○ ○

H29.12
208

H29.12
支援ﾎﾞｰﾄﾞ
に含む

H30.12
127

H29.12
26

○○ ○

○ ○ ○

○

・コミュニケー
ション支援ボード
は必要なものなの
で、作成を進めて
欲しい。
・障害者の中には
医療的ケアの必要
な方もいるので、
その面も考慮して
欲しい。
・自分の身体の調
子だけではなく、
気持ちを伝えるた
めの絵もあるとい
い。

○
防災担当課と導入につい
て未検討のため、導入予
定は未定

○ ○ ○

○ ○

○○

聴覚障害者向けのコミュ
ニケーション支援ボード
の導入やバンダナを活用
した視覚障害者向けツー
ルの導入を検討していく
予定です。(時期未定)

○
コミュニケーション支援
ボード（R2.3導入予定）

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○

外国人への対策として、外国人対策班
を組織しているH28.5

2,340

○○ ○○

知的・発達障がい
の支援団体からの
提案により作成。
（外国語も併記）

○○
団体からの寄付で
あったため

○
○

○
○

防災アプリ、ケーブルテ
レビ

H25
0(寄付)

○ ○ ○ ○ ○

○ ○
テガルス(i-Fax)ただ
し、避難情報のみ(聴覚
障害者用)

○ ○ ○

H28
0

○○ ○

災害時要援護者台帳の整備を行い、個
別支援計画となるように、現在、支援
者となる総代や民生委員にアンケート
を実施している。
人的支援については、地域の支援者に
台帳を渡すことで実施。
物的支援については、日本赤十字社を
通じて福祉避難所に防災グッズを支給
している。
福祉避難所については、講師を招き福
祉避難所に登録している事業所の支援
者向けに講習会を実施、また、今年度
は実際の開設訓練を予定している。

○

通常時の手話派遣や音声
認識アプリを搭載したタ
ブレットの導入などは実
施しているが、災害時で
の想定は現在行っていな
い。

○ ○
災害時要支援者台帳の整備に
よる地域支援者の人的支援
Ｌアラート

○ ○ ○

福祉課08

11 刈 谷 市 福祉総務課

福祉課碧 南 市10

障害福祉課安 城 市13

障がい福祉課豊 田 市12

福祉課蒲 郡 市15

14 西 尾 市 福祉課

03 岡 崎 市 障がい福祉課

障害福祉課豊 橋 市02

05 瀬 戸 市 社会福祉課

福祉課一 宮 市04

07 春 日 井 市 障がい福祉課

地域福祉課半 田 市06

09 津 島 市 福祉課

豊 川 市

災害時のコミュニケーション支援
（避難所以外）

導入時における自治会・町
内会、議会からの要望等

市ＨＰに掲載、地元放送
機関(テレビ、ラジオ)に
ＦＡＸ、地元に連絡し要
配慮者リストに基づき確
認

コミュニティＦＭを活用
した防災ラジオの自動起
動による情報伝達

ケーブルテレビの字幕放
送

そ
の
他

今後導入予定
(未導入市町村)

導
入
予
定
あ
り

導
入
予
定
な
し

情報の伝達方法

○

○

文字表示型防災ラジオ
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への配慮
コミュニケーション支援の手段

（導入の有無・時期(年度)・予算(千円)）

市町村 回答課
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災害時のコミュニケーション支援
（避難所以外）

導入時における自治会・町
内会、議会からの要望等

そ
の
他

今後導入予定
(未導入市町村)

導
入
予
定
あ
り

導
入
予
定
な
し

情報の伝達方法

○
架電システム(視覚障害
者向け 自動で電話をか
けるもの)

○ ○ ○ ○○ 手段を検討中

H29.4
16(冊子
代、ﾎﾞｰﾄﾞ
は寄付)

○ ○○

コミュニケーショ
ンボードとセット
で「障害者が避難
所に来たら」の冊
子を配置してほし
い。

○

○ ○ ○

○○ ○

○○
備蓄食料の充実を優先し
ているため。

R1
200

○○ ○
○

○ Lアラートの活用○ ○ ○

○ ○○ ○

RI
1,169

○○

○

○

障害者でも避難所
で生活できるよう
に、ホワイトボー
ドや杖(視覚障害者
用)を備蓄してほし
い。

○
予算の確保が難しいた
め。

○
ホームページの文字を読
み上げる機能の活用

○○

○○
コミュニケーション支援
ボード（時期未定）

○
コミュニケーション支援
ボード（R2年度予定）

○
○ ○

○○○ ○ ○

H29.8
0

○○○
障害者関係団体と
デザイン等につい
て話し合った。

○
コミュニケーションボー
ドの作成検討中。

○ ○ ○

○○○ ○

○○

聴覚障害者や手話ができ
る方を対象に、災害時支
援用バンダナを配布し、
必要な支援や配慮を受け
やすくする。(2020年頃
500千円予定)

○○ テレビ放送など○ ○ ○

○○

障害者のみでな
く、外国人等も対
象とした包括的な
支援として導入す
るため。

○

○

○

R1.6
30

○ ○ ○

○
地域との連携による避難
行動要支援者名簿を活用
した個別支援の実施

○ ○

・避難所開設運営訓練にて要配慮者へ
の配慮の方法を学ぶワークショップを
実施。
・避難所において要支援者が避難所生
活を送るにあたり、周囲の支援者が配
慮すべき事項をまとめた「支援者向け
サポートブック」を作成(平成２５年６
月)

H29
不明

○○○

○
コミュニケーション支援
ボード(R1年度末、550千
円予定)

○○

H26
2,509

○ ○○
○

○ 民生委員による声掛け○ ○

○

○○

要支援者名簿を自主防災会等に渡して
いる。現在、活用方法については、各
自主防災会にまかせているが、今後、
防災担当課主催で住民参加のワーク
ショップを行い、平時からの活用方法
等について、市民の方と考えていくこ
とを計画している。

○ ○○○ ○

○○
コミュニケーションボー
ド

災害時における、障害者への配慮につ
いて紹介する冊子(災害24時パンフレッ
ト)を作成し、防災訓練等で配布してい
る。

○
コミュニケーション支援
ボードをR2.3導入予定

○ ○

○ ○ ○ ○

○○

H28
0

H27
25

○○

簡易的な敷材の導入
のみであったため。
(横浜市社会福祉協
議会障害者支援セン
ター作成のｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝﾎﾞｰﾄﾞを使用)

○

○ ○○

福祉課弥 富 市35

34 北 名 古 屋 市 社会福祉課

37 あ ま 市 社会福祉課

福祉課・防災安全課み よ し 市36

福祉課

長 久 手 市38

東 郷 町39

福祉課

29 豊 明 市 社会福祉課

岩 倉 市28

地域福祉課田 原 市31

30 日 進 市
危機管理課
地域福祉課

防災行政課清 須 市33

32 愛 西 市

23 大 府 市 高齢障がい支援課

社会福祉課東 海 市22

25 知 立 市 福祉課

福祉課知 多 市24

27 高 浜 市 防災防犯グループ

福祉課尾 張 旭 市26

福祉課常 滑 市17

16 犬 山 市 福祉課

長寿・障がい福祉課小 牧 市19

18 江 南 市 福祉課

21 新 城 市 防災対策課

20 稲 沢 市 福祉課

必要性や有用性について
は理解しているが、導入
のコストや選定に係る時
間や職員の確保が困難な
ため。

障がいの特性に応じた支
援手段については多数の
手段が考えられるため、
保健福祉施設等との協定
や応援により対応する。

現在検討中のため。

今後、検討予定。

○

○

ピクトグラム、災害用バ
ンダナ

ホワイトボード、障害者
支援用バンダナ
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コミュニケーション支援の手段

（導入の有無・時期(年度)・予算(千円)）
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災害時のコミュニケーション支援
（避難所以外）

導入時における自治会・町
内会、議会からの要望等

そ
の
他

今後導入予定
(未導入市町村)

導
入
予
定
あ
り

導
入
予
定
な
し

情報の伝達方法

24 35 44 1 2 6 25 5 18 10 6 10 3 0 5 0 8 8 12 22

※　　　は、未回答

0 11 1 1 0 1 1 5 34計

避難行動要支援者名簿に
よる安否確認

○○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○○

○ ○

○ ○

○
愛知県高度情報通信ネッ
トワークに基づくLア
ラート放送

○ ○

スマートフォンアプリによるハザード
マップの翻訳

○○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ 村HPへの災害情報の掲載○ ○ ○

放送事業者、無線通信会などとの協定

H29.6
10

○

議会：障害によって、災害
や避難の情報をいち早くつ
かむことができない「情報
弱者」への対応は。

○

○

○

・防災行政無線のデジタ
ル化による新たな受信端
末、アプリ等の整備(R3.3
整備予定)
・コミュニケーション
ボードまたは筆談ボード
の設置(R3.3整備予定)

○
コミュニケーションボー
ド、ピクトグラム等での
情報伝達

○

○○ ○
要支援者名簿により自宅
へ訪問

○ ○ ○

○○

○ ○○ ○ ○

○ 手段については今後検討

○

○○○ ○

○○

○○ 検討中であり未定。

○ ○ ○

○ ○ ○

54 豊 根 村 住民課

住民福祉課東 栄 町53

現在、本村では「災害時保健活動マ
ニュアル」の策定に向けて準備を進め
ており、その中にコミュニケーション
支援に関するものも盛り込まれるよて
いではあるものの、現時点では具体的
な事は決まっていない状況である。

○

48 南 知 多 町 福祉課

障がい支援課

阿 久 比 町46

50 武 豊 町

福祉課美 浜 町49

52 設 楽 町 町民課

福祉課幸 田 町51

42 扶 桑 町 福祉児童課

福祉子ども課大 口 町41

保健医療課蟹 江 町44

43 大 治 町 民生課

45 飛 島 村 福祉課

東 浦 町47

防災交通課

40 豊 山 町 福祉課

○

対象者が少なく、コミュ
ニケーション支援の手段
を導入しなくても対応(筆
談等)が可能と考えている
ため。

○

防災ラジオ、読み上げ機
能に即したWebページの
作成、電光掲示板、Ｌア
ラート放送

○

予算計上していないため

導入要望がないため

今後、要支援者支援制度
の見直しを含め、避難所
におけるコミュニケー
ション支援について検討
していきたい。

導入時期、予算などの検
討に至っていない。

現在のところ導入予定は
ないが、今後検討してい
く。

コミュニケーション支援
ボードはインターネット
(豊田市のHP等)からダウ
ンロードして活用予定。

必要性は認識している。
順次導入できるよう検討
する

コミュニケーション支援
ツール導入の必要性は認
識しており、その手段に
ついては関係課等と検討
を重ねる必要がある。

メモ用紙、ホワイトボー
ド、避難所運営マニュア
ルの資料集


